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� はじめに

���上に存在する情報は，ブロードバンド化の進展
やブログ等の普及に伴い，爆発的に増加し続けている．
これらの情報の中には出所が不確かな情報や利用者に
不利益をもたらす情報などが含まれており，信頼できる
情報を利用者が容易に得るための技術に対する要望が高
まっている．しかしながら，情報の内容の真偽や正確性
を検証することは困難である上に，その情報が意見など
の主観を述べるものである場合には，利用者により考え
方や受け止め方が異なることから，その真偽や正確性を
検証することはさらに困難なものとなる．そのため，情
報の信憑性は，最終的に個々の情報利用者が判断しなけ
ればならず，利用者による信憑性の判断を支援する技術
の実現が優先して解決すべき課題であると考える．我々
は，主観的な意見や評価だけでなく，疑問の表明や客観
的事実の記述を含めたテキスト情報を広く言明と呼ぶこ
ととし，ある言明集合における個々の言明の相対的な位
置づけを提示することで利用者の情報信憑性の判断を支
援することを目指している．
村上ら ������は利用者の情報信憑性判断を支援するた

めに，言明間に存在する類似，対立，含意等の論理的関
係を解析してマップ化する言論マップの生成を行ってい
る．言論マップによって，利用者は言明間の構造を把握
することが容易になるので言論マップによる情報信憑性
判断支援は有効であると考えられる．���上に現れる
実際の文 �以下，実文	を 
つ取り出した時に，これら
が全体として同義や矛盾関係を満たすことは実際には稀
であるので，言論マップでは実文から適当な構成要素を
言明として取り出し得られた縮約された言明同士の間に
意味的関係を付与している．
人間が文章の信憑性を判断する場合，対立や根拠と

いった骨子となる文間の関係だけでなく，ニュアンスの
伝わり方の違いなど，個人の感性に影響される微妙な表
現も考慮されることが多い．しかし，実文から言明を取
りだすことで，このような微妙な表現や言明の成立する
前提条件といった情報信憑性判断に役立つ情報が切り落
とされてしまう恐れがある．そういった微妙な表現を現
在の技術で正確に処理することは困難なので，可能な限
り原文書の表現を保持したまま提示することが最適と考
えられる．そこで我々は，言論マップ生成タスクの出力
を前提として，重要パッセージ抽出を用いた抜粋型の要
約による情報信憑性判断の支援を検討している．
本稿では，情報信憑性判断を支援するための要約シ

ステムの要素技術の一つである，重要パッセージ抽出
について述べる． 
章では，情報信憑性判断のための

要約と一般的な目的の要約との差異に関して検討を行
い，我々がなぜ多層ネットワーク型の �������によ
る重要パッセージ抽出を行うかを説明する． �章では，
利用者の情報信憑性判断を支援するための要約システム
�サーベイレポート	についてその概要を述べる． �章で
は，同要約システムの要素技術の一つである，根拠関
係を考慮した重要パッセージ抽出の手法について説明す
る．また，提案手法について実験を行い，その結果を考
察する． �章はまとめである．

� 情報信憑性判断のための要約
��� 一般的な目的の要約との差異

情報信憑性判断のための要約は，���上の複数文書
を対象とした報知的要約の一種であるが，一般的な目
的の要約とは以下の点で異なる．一般的な目的の要約
では，入力として文書集合が与えられるが，情報信憑性
のための要約では，「ディーゼル車は環境に悪いか？」
といった，利用者が信憑性を判断したい言明が与えられ
る．これは，���検索エンジンにクエリを与えるよう
に，我々のシステムに利用者が判断したい言明を与える
ことを想定している．
現在の自動要約の技術には，主に重要文抽出による

要約と文圧縮による要約等がある ���．これに対して，
情報信憑性のための要約では，可能な限り原文書の表現
を保持したまま提示することが最適と考えられることか
ら，重要パッセージ抽出による抜粋型の要約が中心技術
となると我々は考えている．我々は言論マップ生成シス
テムと連携し，重要パッセージ抽出による要約を用いて
図 �のようなサーベイレポートを生成することで，利用
者の情報信憑性判断を支援することを目指す．サーベイ
レポートについては �章で述べる．

��� 重要パッセージ抽出と多層ネットワーク構造

��������ら ���は �����������を自然言語処理に適
用した �������による重要文抽出を提案した． ����
����はグラフ構造に基づいたランキングアルゴリズ
ムであり，頂点となるテキストの断片について，その局
所的情報ではなくグラフ構造全体から得られるテキスト
全体に関わる大域的な情報をもとに頂点の重要度を決定
する． �������ではリンクの重みとして類似度を用
いており，意味的関係は考慮されていない．
また， �����ら ���は複数文書中の文間の関係解析

に  !"## $"�%&�� ���"!' � (�	を提案した．  (�
は �(��)�に基づく談話構造解析を文書横断構造解析

－　294 －



ディーゼル車は環境に悪いか？

関連キーワード：大気汚染，地球温暖化，…

背景：日本ではディーゼル車が排出するガスが深刻な問題になっている…

対立している論点

対立する論点の読み解き方の支援

ディーゼル車は環境に悪い
ディーゼル車は少ない量の
CO2しか排出しない

論点の一覧
・ディーゼル車は環境に悪い
・ディーゼル車は少ない量のCO2しか出さない…

それぞれの書き手が注目している環境の種類が違っていませんか？

次の文を読んで本当に対立しているのか判断してください．

ディーゼル車は少ない量のCO2しか排出しない一方で，窒素酸化物

(NOx)を多く排出する．

図 �* サーベイレポートの例
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図 
* 多層ネットワーク構造の例

に拡張するものであり， ��種類の意味的関係がコーパ
ス中で定義された．我々は  (�等のような論理関係を
�������に反映させることで抽出精度を向上させるこ
とが出来ると考えている．
ここで図 
のような単語，文，パッセージ，文書の各

層に分かれた多層ネットワーク構造と各層毎に別々の
ネットワークを用いた場合を比較・検討する．各層毎に
別々のネットワークを用いた場合，重要な文を含むパッ
セージは重要であるというような各層間の関係を反映
させることができない．一方，多層ネットワークを用い
た場合には，各層間に包含関係のリンクを張ることで
そのような関係を考慮することができる．また，我々
が最終的な目標とするサーベイレポート �図 �	では，
重要パッセージ抽出に加え，関連キーワードとして重要
な単語を抽出を行う予定である．各層毎に別々のネット
ワークを用いた場合，単語層とパッセージ層のそれぞれ
について����付けを行う必要が生じる．一方，多層
ネットワークを用いた場合には，一度の処理で全ての要
素にスコアが付加されるので，各層毎にスコアを取り出
すことにより，容易に各層毎のランキング付けが可能と
なる．このような利点より我々は多層ネットワーク構造
を導入し，これに対する �������の計算手法を検討
することとした．さらに，この多層ネットワーク上のリ
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図 �* 提案システムの処理の流れ

ンク情報として，論理関係を導入することとした．多層
ネットワークに �������を適用する手法については
�章で述べる．

� サーベイレポート作成のための提案シス
テムの概要

我々が提案する情報信憑性判断の支援のためのサー
ベイレポート �図 �	は，大きく �つの部分に分けられ
る．第一と第二の部分は，着目言明に関連するキーワー
ドと背景となるイベントである．第三の部分は，着目言
明における論点の一覧であり，ここまでの部分が着目言
明のトピック全体を俯瞰するための要約となる．第四の
部分は，対立関係に焦点を当てた注目すべき論点の一覧
であり，第五の部分は，それらの対立点をどのように解
釈すべきかに関する記述となっている．
図 �は，我々が提案するシステムで想定される処理の

流れである．システムは与えられたクエリに対して，
検索エンジン �(+,-./�を使って���文書を検索す
る．パッセージ単位での抽出を行うため，検索された
���文書を，0��1により記述された文書構造を考
慮してパッセージに分割する．
提案システムでは言論マップ生成システムと連携

し，言明間の関係の解析結果を取得する予定である．言
論マップ生成システムに解析を依頼する前に，解析時間
の短縮や後の処理の効率化のため，テキストの量を減ら
すための大まかな絞り込みを行う．この絞り込みでは，
論点が網羅されたパッセージを残しつつ，不要なテキス
トを削減することを目指す．
言論マップ生成システムによって解析された対立関

係について，システムはそれらの言明が両立可能となる
ような視点 �調停視点	�
�を探す．調停視点が見つかっ
た場合，調停要約 �
�として利用者に提示する．見つか
らなかった場合は，各言明の根拠等を含むパッセージを
探し，言明の真偽の判断材料として提示する．その場合
には，本稿で述べている多層ネットワーク型 �������
による根拠関係を考慮したパッセージ抽出を行う．

������������	
�����������	����

－　295 －



� 根拠関係を考慮した重要パッセージ抽出
��� � !"アルゴリズム

0/�(アルゴリズムとは���ページのランキング手
法の一つであり，0%�と-%�"!�'の 
種類のスコア
を重要度に用いる． 0/�(アルゴリズムは，良い0%�
からリンクを張られているページ �-%�"!�'	は良い
-%�"!�'で，良い-%�"!�'にリンクを張るページ
�0%�	は良い 0%�であるという考えを基に，繰り返し
計算していくことでランキング付けを行うアルゴリズム
である．
��������ら ���は，���ページのランキング手法を

抜粋型要約に応用する手法を �������として提案し
ており， 0/�(アルゴリズムによる �������も提案
している．本来の0/�(アルゴリズムでは， 0'2�!����
によるネットワーク構造を基本としているため，各ノー
ド間の結合度に差異はなく，全てのリンクの重みは
等しいものとしていた．しかしながら， �������で
は，類似度などのノード間の結合の強さに応じて，リ
ンクの重みを考慮した計算を行っており，ノード ��
からノード �� に重み ��� のリンクが張られている場
合，以下の式 ��	3�
	に従って，それぞれ，-%�"!�'
と0%�の値が計算される．

�������� ���	 4
�

���������

��� �����
�
����	 ��	

�������� ���	 4
�

���	
�����

��� ����������	 �
	

�����	はノード ��をリンク先とするリンクにおいてリ
ンク元にあるノード集合を表し， �	
���	はノード ��
をリンク元とするリンクにおいてリンク先にあるノード
集合を表している．

��� 多層ネットワークの導入

我々は，論理関係などの意味層にあるべき情報を実
文層に写像するために図 
のような多層ネットワーク
構造を用いることとした．図 
は，単語，文，パッセー
ジ，文書といった粒度ごとの多層構造をしており，各層
のノード間には，包含関係に基づいて有向リンクが張ら
れている．また，意味的関係の一つとして根拠関係を図
中の破線で示したような文ノード間のリンクとして表現
することとした．
ここで，根拠となる言明は帰結に相当する言明の信

憑性を利用者が判断する助けになると考えられる．そこ
で0/�(アルゴリズムの考え方に習い，信頼できる帰
結を含む根拠は信頼できる根拠であると考えれば，根拠
を0%�，帰結を -%�"!�'として 0/�(アルゴリズム
に適用できる．
さらに我々は，多くの重要文を含むパッセージは重

要であり，多くの重要パッセージを含む文書は重要であ
るというように考える．つまり，ある粒度の文書断片の
重要度は，その文書断片に含まれるより小さい文書断
片の重要度と，その文書断片を含むより大きい文書断
片の重要度の両方を考慮して計算する必要があると考
える．その実現のために， 0/�(アルゴリズムによる
�������を用いて，前者のより小さい文書断片の重要
度を-%�"!�'，後者のより大きい文書断片の重要度を

0%�とみなした計算を行い，両者を統合した値の高い
順にランク付けして重要パッセージを出力することとし
た．
多層ネットワーク構造は �つのサブネットワークで

構成されており，頂点の0%�と-%�"!�'のスコアは
それぞれのネットワークで計算される．層とサブネット
ワークの番号を図 
のように定義するとき，層 �におけ
る頂点 ��の 
回目の繰り返し計算を行った時の 0%�と
-%�"!�'のスコアは以下の式で表わされる．

���������� ���	 4
�

���������

��� �����
�
��������	 ��	

���������� ���	 4
�

���	
�����

��� ��������������	 ��	

本稿では，重み �の値を，包含関係のリンクは �に固
定し，根拠関係のリンクは 5以上としている．根拠関
係のリンクの適切な重みについては �6�節で検討する．
層 �における頂点の -%�"!�'は �番目のサブネット

ワーク内で計算される．一方で，頂点の 0%�は ���番
目のサブネットワークで計算される．異なるサブネット
ワークで計算された0%�と-%�"!�'は，次の式で混
合され，一つの重要度として表わされる．

������������	4

�����
������	7��� 	�����������	 ��	

������������	4

��� �	�����
������	7�����

�
������	 �)	

なお， と � は係数で，今回の実験では共に 56�とし
た．この式によって混合された値を繰り返し計算の次の
回で用いる．

��# 評価実験

根拠関係を導入した多層ネットワーク構造の有効性
を確認するために実験を行った．正解データには �人
の作業者が作成した抜粋要約を用いた．抜粋要約に用い
たトピックは「無洗米はおいしい」と「レーシック手術
は痛い」の 
トピックであり，この両方について �人
の作業者がそれぞれ抜粋要約を作成した．実験では，
パッセージは連続した �文とし，作業者が抜粋要約に
使用した文を少なくとも 
文含んでいるパッセージを
正解とした．本節における実験では，抜粋要約に使用
した文のみであるため，評価基準が厳しくなっている．
「無洗米はおいしい」のトピックでは ���パッセージ
中，正解パッセージが 

�パッセージあり，「レーシッ
ク手術は痛い」のトピックでは ���パッセージ中，正
解パッセージは ���パッセージ含まれていた．根拠関
係のリンクは人手でつけられており，リンクの重みは 5
から �5まで変化させた．我々は， �精度と上位 �5，
�5， �55パッセージ中の精度を調べた．�精度とは，
出力された重要度ランキングの上位から正解の数だけ
パッセージを抽出し，それらの中に含まれた正解数の割
合によって順位付けの質を評価するものである．
図 �および図 �は実験の結果である．図中の正解パッ

セージの割合は，ランダムに抽出した場合の精度と見
なすことができる．また，根拠関係のリンクの重みが 5
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図 �* トピック「無洗米はおいしい」における精度
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図 �* トピック「レーシック手術は痛い」における精度

のときが，従来の 0/�(ベースの �������による精
度となる．より上位のパッセージの抽出精度が高いほ
ど，我々の手法による順位づけの質が高いと判断でき
る．
上位 �55， �5， �5の精度については上位になればな

るほど精度が向上しており，上位のパッセージの抽出精
度が高くなっている．根拠関係のリンクの重みが最適
な値になったとき，上位 �5の精度が �)6�8と �)6�8
となっており，精度がかなり上昇している．一方で，
「レーシック手術は痛い」のトピックの結果において，
根拠関係のリンクの重みが 5から �5の間では，正解
パッセージの割合よりも低い結果となっている．これ
は， �������が頻出語を多く含むパッセージに高い
重要度を与える傾向にあり，「レーシック手術は痛い」
のトピックの正解パッセージには，もう一方のトピック
に比べて頻出語が少なかったためである．しかしなが
ら，根拠関係のリンクの重みを増やすことで，頻出語が
含まれていない重要なパッセージも抽出することができ
ている．
今後の予定は，根拠関係のリンクの重みの最適値に

ついて検討することである．図 �にあるように，リンク
の重みを �5にしたときに一番高い精度にはなっていな
い．これは，根拠関係のみがパッセージが重要かどうか
を決定づけているわけではないということを意味してい
る．それゆえに，根拠以外の他の意味関係のリンクを導
入することも今後の予定である．

� まとめ

本稿では，単語，文，パッセージ，文書の各層に分
かれた多層ネットワーク構造を導入し， 0/�(アルゴ
リズムを用いて層間の包含関係と文ノード間の根拠関係

を考慮した重要パッセージ抽出手法を提案した．まず，
一般的な目的の要約と情報信憑性判断のための要約と
の差異について検討し，情報信憑性判断のためには重
要パッセージ抽出を中心とした要約が有効であると考
えた．我々はサーベイレポートを生成するシステムの開
発を試みており，そのシステムにおける要素技術とし
て �������に基づく重要パッセージ抽出手法を検討
した．我々は �������に意味的関係を考慮させるこ
とで精度の上昇が出来ると考えた．各層間の包含関係を
考慮すること，サーベイレポート作成に必要な部品を容
易に作成できるようになることから，多層ネットワーク
構造を導入した．多層ネットワーク構造に文ノード間の
根拠関係と層間の包含関係を導入し0/�(アルゴリズ
ムに反映させ， �������による根拠関係を考慮した
重要パッセージ抽出を行う手法を提案した．評価実験を
行った結果，提案手法を用いると，上位のパッセージの
抽出精度が高くなる事を確認した．今後，根拠関係のリ
ンクの重みの最適値について検討をすることを予定して
いる．また，根拠以外の他の意味関係のリンクを導入す
ることを検討している．
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